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3月議会

地方創生事業に約５億7,440万円
各会計予算案、条例改正案、事件議決案など71件を可決

　

2
月
26
日
か
ら
3
月
25
日
ま
で
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た

3
月
定
例
市
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
、
総
合
計
画
の
期
間

延
長
な
ど
の
事
件
議
案
、
事
務
分
掌
条
例
な
ど
の
条
例
改
正
・
制

定
案
、
各
会
計
予
算
案
、
人
事
案
件
な
ど
71
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
本
会
議
で

同
意
し
た
ほ
か
、
そ
の
他
の
報
告
・
議
案
に
つ
い
て
は
総
務
、
文
教

民
生
、
建
設
経
済
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
T
P
P
協
定
の
批
准
を
急
が
ず
国
民
的
議
論
を
求
め
る

意
見
書
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
を
求
め
る
」
に
関
す
る
陳
情
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
の
確
保
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

も
審
議
を
行
い
、
請
願
は
採
択
、
意
見
書
及
び
陳
情
は
い
ず
れ
も

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

6
会
派
の
代
表
者
に
よ
る
代
表
質
問（
市
長
の
施
政
方
針
や
28
年

度
予
算
な
ど
に
対
す
る
質
問
）、13
名
の
議
員
の一
般
質
問
の
内
容
に

つい
て
は
6
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
豊
岡
市
で
は
地
方
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
28
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
は
、

そ
の
戦
略
に
基
づ
き
具
体
的
な

取
組
み
を
進
め
る
た
め
の
地
方

創
生
事
業
が
約
5
億
7
、
4
　4

0
万
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
や
経
済
活
動
に
つ
な
が
る

様
々
な
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
3
月
定
例
会
で
は
、
28
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
案
を
は
じ

め
12
の
各
会
計
当
初
予
算
案
、

27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
、
7
号
、
8
号
）
な

ど
25
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
各
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
他
の
議
案
と
同
様
、
本

会
議
で
提
案
説
明
が
あ
っ
た
後
、

所
管
ご
と
に
各
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
、
本
会
議
と
は
別
に
、
休

会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。（
こ
の
ペ

ー
ジ
下
段
に
「
議
案
審
議
の
流

れ
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
委
員
会
で
は
担
当
課
に
よ
る

詳
細
な
説
明
を
聞
い
た
後
、
各

委
員
か
ら
質
疑
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
で
の
審

査
結
果
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
意
見

要
望
を
付
し
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会
（
要
旨
）

●
昨
年
の
城
崎
大
火
で
は
、
地

域
の
火
災
予
防
活
動
の
重
要
性

を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
特
に
古

い
木
造
家
屋
が
密
集
し
て
い
る

地
域
で
は
、
防
火
へ
の
備
え
が

十
分
と
は
言
い
難
い
。
地
域
要

望
を
受
け
て
消
防
水
利
を
整
備

し
て
き
た
が
、
29
年
度
か
ら
市

が
計
画
的
に
防
火
水
槽
や
消
火

栓
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
考
え

方
が
示
さ
れ
、
大
い
に
期
待
し

て
い
る
。各
地
区
の
自
主
防
災
組

織
率
が
向
上
し
て
い
る
の
で
、

今
後
は
、運
営
支
援
等
に
つ
い

て
も
配
慮
願
い
た
い
。

●
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
り
、
50
事
業
の
予
算
が
計
上

さ
れ
、
関
係
組
織
が
14
課
と
な

っ
て
い
る
。
人
口
減
少
の
量
的

緩
和
及
び
地
域
活
力
の
維
持
の

質
的
転
換
を
図
る
た
め
に
、
本

市
の
将
来
に
と
っ
て
も
極
め
て

重
要
な
年
度
で
あ
り
、
市
役
所

を
挙
げ
て
推
進
体
制
を
整
え
、

総
合
戦
略
の
的
確
な
進
行
管
理

に
努
め
て
ほ
し
い
。

文
教
民
生
委
員
会
（
要
旨
）

●
結
婚
促
進
支
援
事
業
や
出
会

い
機
会
創
出
事
業
な
ど
に
よ

り
、
婚
姻
数
の
増
加
を
目
指
す

こ
と
は
評
価
で
き
る
。
企
業
間

の
婚
活
、
民
間
団
体
婚
活
事
業

等
へ
の
支
援
と
と
も
に
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
取
組
み
も

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

関
係
団
体
等
と
の
情
報
共
有
、

地
域
課
題
な
ど
の
把
握
と
と
も

に
、
献
身
的
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
結
婚
相
談
員
と
の
連
携

な
ど
、
成
婚
に
つ
な
が
る
的
確

な
支
援
を
強
く
要
望
す
る
。

●
生
活
保
護
が
増
加
傾
向
で
あ

り
、
小
中
学
校
の
要
保
護
・
準

要
保
護
の
児
童
・
生
徒
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
生
活
困
窮
者
、

障
害
者
、い
わ
ゆ
る
ひ
き
こ
も

り
な
ど
の
若
者
の
自
立
に
向
け

て
、
労
働
施
策
部
局
と
の
連
携

強
化
と
強
力
な
事
業
推
進
な
ど

を
要
望
す
る
。

●
地
方
創
生
戦
略
に
基
づ
く
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
、
妊
婦

歯
科
健
診
事
業
、
不
育
症
治
療

費
助
成
事
業
の
新
規
制
度
化
、

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

28
年
度
一般
会
計
予
算
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
各
委
員
会
意
見

議
案
審
議
の
流
れ

（
3
月
議
会
の
例
）

2
月
下
旬

会
派
・
議
員
へ
提
出
予
定
議

案
の
説
明

議
員
各
自
で
議
案
の
点
検

2
月
26
日
　
定
例
会
開
会
日

提
出
議
案
の
説
明

委
員
会
付
託

休
会
中
に
議
員
各
自
で
議
案

を
熟
読

3
月
7
〜
11
日

代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
で
、

議
案
・
予
算
案
に
つ
い
て
も
質

問
3
月
中
旬

会
派
・
議
員
で
議
案
・
予
算

案
に
つ
い
て
問
題
点
や
賛
否
等

の
検
討

会
派
・
議
員
間
で
協
議

3
月
15
〜
16
日

各
常
任
委
員
会
で
質
疑
、
反

対
・
賛
成
討
論
、
付
帯
意
見

3
月
25
日
　
定
例
会
閉
会
日

委
員
会
審
査
報
告

反
対
・
賛
成
討
論

本
会
議
で
採
決

こうのとりスタジアムのリニューアルオープン
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28年度一般会計予算額は約488億9,611万円（前年度対比△1.3％）

地方創生・キックオフ　人口減少対策など
制
度
拡
充
に
つ
い
て
は
高
く
評

価
す
る
も
の
の
、
今
後
も
母
子

を
支
え
る
施
策
の
充
実
を
さ
ら

に
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

建
設
経
済
委
員
会
（
要
旨
）

●
移
住
定
住
施
策
な
ど
様
々
な

事
業
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
か

つ
適
切
な
現
状
分
析
の
上
で

明
確
な
目
標
を
定
め
、

確
実
な
事
業
の
進
捗

を
図
ら
れ
た
い
。

●
移
住
定
住
促
進
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

事
業
を
は
じ
め
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
豊
岡

整
備
事
業
、
豊
岡

D

※

M
O
設
立
事
業
な

ど
、
新
規
事
業
に
つ

い
て
は
関
係
者
と
の

連
携
を
図
り
目
的
達

成
に
努
力
さ
れ
た
い
。

詳
細
が
決
ま
っ
て
い

な
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
事
業
内
容
が
決

ま
り
次
第
、
議
会
へ

説
明
さ
れ
た
い
。

●
経
営
状
況
を
議
会

へ
報
告
す
る
義
務
の

な
い
第
3
セ
ク
タ
ー

に
つ
い
て
、
市
が
新

た
に
財
政
的
支
援
を

行
う
場
合
に
は
、
議

会
へ
経
営
状
況
等
を

詳
細
に
説
明
す
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

●
事
業
の
効
果
が
市

内
の
隅
々
ま
で
行
き

届
き
、
多
く
の
市
民
が
豊
岡
に

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
事
業
施
策
の
実
行
に
努
め
ら

れ
た
い
。

一般会計予算を“家計”に置き換えると…
総額488億9,611万7,000円を年間360万円の家計に置き換え、1か月分30万円の収支に当てはめた場合は次のとおりです。

※歳入科目を自主財源（市税など）と依存財源（地方交付税、国・県支出金など）に区分して、自主財源比率を算出する方法がありますが、今回は違う角度から
市の予算を比較してみました。
※地方交付税は豊岡市の収入の約36％を占める依存財源ですが、その目的は、税収の多い自治体と少ない自治体の間の財源調整などのために、いったん国が集め
た税を自治体に再配分しているものです。そこで、本来的に自治体の収入と言えることから、「給料（諸手当、期末手当）」に区分しています。

28年度一般会計予算のうちの特徴的な事業

結婚促進支援事業
予算額　820万7千円

○社会福祉協議会の婚活プロジェク
ト「はーとピー」事業を支援
○婚活イベントを年20回開催、結婚
相談員（24名）のマッチング機会
の拡充、婚活セミナーの開催など

母子保健事業
予算額　1,999万8千円

妊婦歯科健診事業
○妊婦の歯周組織検査費用を、
1回の妊娠につき1回は無料
不育症治療費助成事業
○不育症の検査や治療に要する
医療費（対象額）の1／2助成（1
年度に1回）
特定不妊治療費助成事業
○次の上限額まで助成
・初回（国30万円+市20万円）
・2回目以降（国15万円+市20万
円）
・1年度あたりの市の上限額は
廃止

移住定住促進・プロモーション戦略事業
予算額　4,054万2千円

○豊岡らしい地域の価値を情報発信し
て、移住定住につながる効果的なプ
ロモーションを行う
○WEBマガジンやSNSなどのメディア
を活用したＰＲ活動を行う
○暮らしのリアルな情報を伝える豊岡
暮らしカフェ（移住相談会）の開催

出会い機会創出事業
予算額　326万2千円

○企業間の婚活イベントの支援、民
間団体の自主的な婚活事業・イベ
ント開催の支援、民間事業者と共
催した婚活イベントの開催、民間
団体や研究機関、行政などのネッ
トワーク構築

コワーキング豊岡整備事業
予算額　9,504万円

○但馬地域地場産業センターを大規模
改修するとともに、5階にコワーキン
グとシェアオフィスの機能を持つ部
屋と、貸事務所を整備する

※コワーキングスペース…様々な業種、年齢の人々
が集まり、仕事をしたり、ノウハウやアイデアを
共有し、協働する場所のこと

記事本文で記載している事業についてまとめています

食費（人件費） 5万円
（16.7％）

5万円
（16.7％）

光熱費などの生活費（物件費・補助費） 9万1千円
（30.4％）

8万7千円
（29.0％）

家族の医療費（扶助費） 4万円
（13.3％）

3万9千円
（13.0％）

車や家具の修理費（維持補修費） 1千円
（0.3％）

1千円
（0.3％）

子どもたちへの仕送り（他会計繰出金）1万6千円
（5.3％）

1万6千円
（5.3％）

家の増改築など（投資的経費） 4万5千円
（15.0％）

5万4千円
（18.0％）

貯金など（積立金・貸付金・出資金） 1万6千円
（5.3％）

9千円
（3.0％）

借金返済（公債費） 4万1千円
（13.7％）

4万4千円
（14.7％）

合　　計 30万円
（100.0％）

30万円
（100.0％）

28年度28年度 支 出収 入 27年度27年度

給　　料 18万円
（60.0％）

17万9千円
（59.7％）

うち基本給（市税） 6万1千円 5万9千円

うち諸手当、期末手当（地方交付税など） 11万9千円 12万円

パート収入（使用料及び手数料） 5千円
（1.7％）

6千円
（2.0％）

親からの仕送り（地方譲与税、国県支出金など） 4万8千円
（16.0％）

4万6千円
（15.3％）

その他収入（分担金及び負担金、諸収入など） 2万6千円
（8.7％）

2万2千円
（7.3％）

預貯金の取崩し（繰入金） 6千円
（2.0％）

6千円
（2.0％）

借　　金（市債） 3万5千円
（11.6％）

4万1千円
（13.7％）

合　　計 30万円
（100.0％）

30万円
（100.0％）

※「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」と
は
　
地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
た
め
、
官
民
連
携

に
よ
り
設
立
す
る
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織


